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UTRIP
世界の大学生に魅力的な夏休みを
提供する新たな試み

理学系研究科サマーインターンシッププログラム

今、東大の最重要課題とも言える「国際化」。
そのためには、世界中の優秀な学生を呼び入れる
体制が必要です。理学部では、先鞭をつける形で、
学部生のサマースクールを開始。海外から来た学生たちは皆、
目を輝かせて「東大での夏休み」を満喫していました。

海外有力大学に所属する大学生(学部学生)を対象と
した6週間の「大学院理学系研究科サマー・インタ
ーンシップ・プログラム」。東京大学や大学院理学系
研究科への留学に興味のある海外学生に、講義や研
究室での活動を通じて、日本での留学生活を体験し
てもらおうという企画です。大学院理学系研究科・
理学部における国際化を推進することを目的とした
もので、今年度から始まった全学初の試みです。

UTRIPセレモニー時の記念写真。海外の大学生20名が参加した

UTRIPとは?

2.学部教育の国際化
学部学生が国際社会で活躍する能力を涵養するための教育を
充実させる。このために、1）学部学生向けに英語で教育す
るプログラムを導入し、英語による討論、発表、論文作成能
力を強化する。2）東京大学では、グローバル30の一環として、
教養学部を中心に、留学生主体の国際教育コースの設立を目
指している。これを理学部にまで拡張し、英語のみで学士を
取得できる国際広域理学コースの設置を目指す。この中で、
留学生と日本人学生とを交流させることで学部生の国際化を
図る。3）海外の主要大学との単位互換制度を充実するとと
もに、サマープログラム、インターンシップ、理学部学生選
抜国際派遣プログラム等を強化し、双方向交流を活発化する。

【部局別行動シナリオ理学部】
の以下の項目に対応!

1.学術の多様性の確保と卓越性の追求
■　国際発信力を強化し、総合研究大学としての国際的プレゼ
ンスを高め、大学間連携や学術を先導する。
2.グローバル・キャンパスの形成
■　世界から人材の集うグローバル・キャンパスを形成し、構
成員の多様化を通じ、学生の視野を広く世界に拡大する。学生
にとって世界全体がキャンパスともみなしうる体制を整える。
■　教育・研究における国際連携を戦略的に進めるとともに、
国際的発信インフラを整備する。
4.「タフな東大生」の育成
■　全ての学生が、豊かな教養と深い専門性を備えた人材にな
るようにする。特に、海外体験・異文化体験を通じ、コミュニ
ケーション能力や行動力を身につけさせる。
［例：国際的な活躍に支障のない語学力の習得などを目指す。］
■　多様な学生構成の実現により、相互に切磋琢磨する教育環
境をつくる。

【重点テーマ別行動シナリオ】
の以下の達成目標に対応!
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（多様性）が大切。まず、大学院生の多様
性を高め、いずれは学部生の多様性も高
めたい。もちろん、教員の多様性が大切
であるのは言うまでもありません。
　従来も理学系研究科では海外の大学院
生を呼ぶサマースクールをやっていまし
たが、学部の3、4年生を海外から呼ぶ

　理学系研究科における新しい試み、U

TRIPはグローバル30（文部科学省が主
導する国際化拠点整備事業）の取り組み
の一環として浮上してきた構想でした。
国際化を積極的に進め、大学院の留学生
数を増やそうということで。教育・研究
の質を高めるためにはダイバーシティ

世界に「TODAI」の名を
広めていくために

相原博昭
大学院理学系研究科副研究科長
数物連携宇宙研究機構副機構長

UTRIP講義風景。プログラム期間中、理学系全専攻の教員による20コマの講義が行われる。
講義はすべて英語で行われ、理学部の一般学生も参加学生とともに聴講することができる

リンダ・リー 
イェール大学 ／ 米国

Interview
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サマースクールは今回が初めて。まず、
実施して、今後の成果を見ていきたいと
思っています。終了後には修了証を出し、
この中から、来年、理学系の大学院を志
望して合格する学生が出てきたら、2、3

人に奨学金を出すことが決まっています。
　現在は理学系研究科だけのプログラム

長期的な視野にたって進めていくのは大
切なことだと思っています。5年10年と
続けていくことで、世界における東大の
認知度も上がっていくし、海外の優秀な
学生が東大に来てくれるようになる。ぜ
ひ、長期にわたって展開していきたいと
考えています。

ですが、将来、全学に広がればいいなと
思っています。ですから、名称に理学系
の表記を入れず「University of Tokyo Re

search Internship Program:UTRIP」 と
したんですよ。もちろん、お金がかかる
ことですので、いろいろ難しいことがあ
ります。しかしながら、こういう企画を

午後、参加学生たちは希望する分野の研究室に赴き、研究や実験を体験する。参加学生一
人一人に、TA（ティーチング・アシスタント）が付き添い、実習・実験を補助してくれる


